







対象者は, 介入群18名, 統制群22名であった｡ 基本的生活習慣形成のためのプログラムは, ｢食事, 排泄, 睡眠, 衣服の
着脱, 清潔｣, ｢規則正しい生活 (生活リズム), 言葉｣, ｢姿勢・腹式呼吸｣ で構成した｡ なお, プログラムの実施は, 朝の
健康観察時 (15分間) 内で実施できるものとした｡ 効果の検討は, 全児童の自己評価と, 児童の自己評価と教師評価が一致
した児童を抽出し, その児童の自己評価 (一致評価) の両面から行った｡ その結果, 基本的生活習慣形成のためのプログラ
ムは, 全児童の自己評価において, ｢健康への自己実践力｣ を向上させることが示唆された｡ 一致評価において, ｢健康への
自己実践力｣, ｢健康生活行動｣ を向上させることが示唆された｡
キーワード：基本的生活習慣, 小１プロブレム, 養護教諭, 健康観察
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問題と目的
｢幼稚園, 小学校, 中学校, 高等学校及び特別支援学
校の学習指導要領等の改善について｣ (中央教育審議会,






に, 学習意欲と同様に, 生活習慣や自分への自信, 体力
などについても, 個人差が広がっているなどの課題があ




深谷 (2007) は, しつけを放棄した親が増加した中,
３年保育の入園が普通になり, しつけは家庭で, とは言
いきれないと述べ, 嶋 (2007) は, 基本的な生活習慣
の確立は, 身勝手な行動様式を身につけた子どもや問題
行動を未然に防止すると述べている｡ また, 新保
















活習慣の内容に関する研究として, 階 (2007) は ｢発
達に応じた基本的な生活習慣の形成｣ (文部省, 1985)
からその内容を表に著し, 家本 (2005) は基本的な生
活習慣を ｢健康の管理・時間の管理・物の管理・人と関
わる力｣ の４つにまとめ, 深谷 (2007) は基本的生活習
慣の５領域 (食事・排泄・睡眠・着衣・清潔) 以外に言
葉遣い, 礼儀, 時間や約束を守る, 身の回りの整理整頓
などのマナーやルールを身につけるしつけが含めるべき
項目としている｡ 他にも, 嶋 (2007), 上岡 (2006)
など多数の者が生活習慣の内容を整理している｡
また, 児童を対象とした実証的研究として ｢心の健康




れたもの, 山崎 (2002) の生活習慣病予防プログラム,
川畑 (2007) のライフスキル教育プログラムなど多く見














階 (2007) は, 低学年から ｢型｣ を学び, 自律的な
態度を育てるための系統的・計画的な指導の重要性を述




















基本的生活習慣 ｢食事, 排泄, 睡眠, 衣服の着脱, 清潔｣
と ｢規則正しい生活 (生活リズム), 言葉｣ とし, この
取り組みに必要な落ち着きと集中力を高めるために,






評価について, ｢学習指導要領解説 道徳編｣ (文部科





















① ｢健康への内的統制意欲｣ (山崎, 2002)
② ｢健康への自己実践力｣ (山崎, 2002)
③ ｢健康生活行動｣ (林ら, 2007)
④ ｢小学生用ストレス反応尺度｣ (嶋田ら, 1994)
⑤ ｢児童用社会的スキル尺度｣ (嶋田, 1996)
①, ②は４件法 (１：そうおもわない, ２：すこしそ
うおもう, ３：だいたいそうおもう, ４：とてもそうお
もう), ③は３件法 (２：◎, １：○, ０：△), ④は４
件法 (１：ぜんぜんそうでない, ２：あまりそうでない,
３, すこしそうである, ４：よくそうである), ⑤は４




① ｢健康への内的統制意欲｣ (山崎, 2002)
② ｢健康への自己実践力｣ (山崎, 2002)
④ ｢小学生用ストレス反応尺度｣ (嶋田ら, 1994)
⑤ ｢児童用社会的スキル尺度｣ (嶋田, 1996)
なお, この教師評価は, 個々の児童に対して担任が評
価するものであり, 評価不可能な③ ｢健康生活行動｣ は,
省いた｡
①, ②, ④, ⑤ともに４件法 (１：ほとんど見られな
い, ２：少し見られる, ３：大体見られる, ４：顕著に
見られる) で回答を求めた｡















己評価－教師評価｜≦05, 以下, ｢一致評価｣ と略記)
した児童 (介入群12名, 統制群11名) を対象に, の自
己評価による検討と同様に２要因分散分析を行った｡
なお, 有意水準は５％に設定し, 効果は交互作用に注
目して検討した｡ また, データ数が少ないため, 交互作






基本的生活習慣 (食事, 排泄, 睡眠, 衣服の着脱, 清潔
など) を中核に, 全10回で構成した｡
２ 効果の検討










向 ((1, 38) 3037, 10) であった｡
単純主効果の検定を行った結果, 事後において, 群の
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｢引っ込み思案行動｣ において, 交互作用が有意 (
(1, 38) 4877, 05) であった｡
単純主効果の検定を行った結果, 事前において, 群の
単純主効果が有意 ((1, 76)3996, 05) であった｡
また, 介入群において時期の単純主効果が有意 ((1,
38)7120, 05) であった｡ すなわち, ｢引っ込み思




｢健康への自己実践力｣ において, 交互作用が, 有意
((1, 21) 4944, 05)であった｡
単純主効果の検定を行った結果, 事後において, 群の
単純主効果が有意 ((1, 42)7520, 01) であった｡
また, 統制群において時期の単純主効果が有意 ((1,
21)4499, 05) であった｡ すなわち, 事前において
群間に差は認められなかったが, 事後において介入群は
統制群に比べ有意に高かった｡
｢健康生活行動｣ において, 交互作用が, 有意 ((1,
21) 5076, 05)であった｡
単純主効果の検定を行った結果, 事後において, 群の
単純主効果が有意 ((1, 42)17410, 001) であっ
た｡ また, 統制群において時期の単純主効果が有意 (
(1, 21)4499, 05) であった｡ すなわち, 事前にお
いては群間に差は認められなかったが, 事後において介
入群は統制群に比べ有意に高かった｡
｢引っ込み思案行動｣ において, 交互作用が, 有意傾
向 ((1, 21) 4243, 10)であった｡
単純主効果の検定を行った結果, 事前において, 群の
単純主効果が有意傾向 ((1, 42)3319, 10) であっ
た｡ また, 介入群において時期の単純主効果が有意 (
(1, 21)6266, 05) であった｡ すなわち, ｢引っ込















腹式呼吸は, 始めのあいさつ後, 姿勢を整え, できるだけ目をつむり, 10回くりかえさせる｡
清潔
手洗い, うがいの仕方をワークシートで説明し, まねをしたあと, 振り返りシートで, 理解
できたか確認する｡
３ いろいろな気持ち 絵本 ｢ええきもち｣ を読み聞かせる｡
４ 元気になる言葉
ワークシート ｢相手が元気になる言葉のかけ方｣ を, 全員で復唱させる｡ ワークシート ｢い
やなことを言われたとき｣ を説明し, 自分なりのおちつく言葉を考えさせる｡
実際に目をつむり, おちつく言葉を5回復唱させる｡ (以下, 毎回実施)
５ いろいろな気持ち 絵本 ｢ええやん そのままで｣ を読み聞かせる｡
６ 友だちとの話し方
ワークシート ｢しっぱいしたら“ごめんなさい”｣ を説明し, 全員で復唱させる｡ ワークシー
ト ｢友だちへのじょうずな注意のしかた｣ を説明し, 全員で復唱, 自分なりの魔法の言葉が
けを考えさせる｡
７ 排泄
トイレの種類, トイレの上手な使い方, うんこのかたち等をワークシートで説明し, クイズ
で理解できたか確認する｡
８ 食事
食べ物の働き, 栄養の名前, マナーなどをワークシートで説明し, 振り返りシートで, 理解
できたか確認する｡
９ 着脱衣

































山崎 (2006) の新生活習慣予防プログラム (小学校５
年生対象, １学期間実施) の研究では, ｢健康への内的
統制意欲｣, ｢健康への自己実践力｣ 共に, デモンストレー
ション・クラスと比較クラスにはっきりとした差はでな




事前 事後 事前 事後
健康への内的統制意欲 3	48(0	66) 3	60(0	53) 3	40(0	57) 3	26(0	67)
健康への自己実践力 3	44(0	58) 3	63(0	44) 3	19(0	55) 3	08(0	66)
健康生活行動 1	62(0	23) 1	70(0	26) 1	48(0	30) 1	43(0	42)
小学生用ストレス
反応尺度
身体的反応 1	38(0	71) 1	24(0	40) 1	65(0	72) 1	49(0	59)
抑うつ・不安感情 1	61(0	83) 1	50(0	72) 1	72(0	79) 1	55(0	69)
不機嫌・怒り感情 1	51(0	89) 1	31(0	57) 1	56(0	75) 1	59(0	80)
児童用社会的
スキル尺度
攻撃行動 1	78(1	02) 1	40(0	54) 1	49(0	54) 1	46(0	56)




事前 事後 事前 事後
健康への内的統制意欲 3	55(0	50) 3	45(0	58) 3	38(0	45) 3	13(0	39)
健康への自己実践力 3	35(0	62) 3	49(0	47) 3	20(0	45) 2	91(0	31)
健康生活行動 1	64(0	20) 1	73(0	24) 1	42(0	26) 1	23(0	37)
小学生用ストレス
反応尺度
身体的反応 1	47(0	82)	 1	35(0	46) 1	56(0	50) 1	56(0	66)
抑うつ・不安感情 1	63(0	82) 1	55(0	61) 1	73(0	75) 1	56(0	75)
不機嫌・怒り感情 1	63(0	10) 1	27(0	46) 1	51(0	50) 1	76(0	84)
児童用社会的
スキル尺度
攻撃行動 1	92(1	16) 1	50(0	59) 1	75(0	56) 1	59(0	57)
引っ込み思案行動 2	65(0	39) 2	23(0	28) 2	32(0	51) 2	39(0	44)
かった｡ ｢測定項目が小学生には抽象的すぎたかもしれ
ないということが改善点｣ と, 述べられているが, 本プ
ログラムでは ｢健康への自己実践力｣ を向上させる効果














































2009年４月に改正された, 学校保健安全法 第２章 第




























高める集団プログラム－ 行動療法研究 36 (1),
5768




















































洋道 心理測定尺度集Ⅳ サイエンス社 (399403)
相楽直子 (2004)学校心理学に基づく実践 日本学校心
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